
京都技術士会

2026年度総会

日時：2026年5月16日 13:30～

場所：ひと・まち交流館京都 大会議室

（京都技術士会2026総会資料ー２）
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【Ⅳ】 2026年度 計画 議事

i. 活動方針
ii. 事業予定

iii. 2026年度予算案

iv. 連絡事項

v. 今後注意すべき点



従来通り、以下を基本として活動する
 ①会員の個性を重んじつつ
 ②その有機的なつながりを生かして 
 ③技術士として社会的に何ができるかを念頭に置く

なお、新規な措置として

１．例会はリアルを基本とするが、遠方在住・体調不良等、例会に

参加困難な会員への情報発信を検討する。

２. 活動の円滑化、非収益事業の観点より、会計の方向性を検討する。

３．2027年11月の５０周年に当たり、具体的に実施の方向性を検討

する。

ⅰ：活動方針



ⅱ：事業予定
1）月例会

原則、第3土曜PMに、講演会、懇親会を行い、見学会も計画する。

なお、会場は原則、ひと・まち交流館 京都とする。

３）技術援助活動

無料技術相談受託を継続しつつ、有効な活動を模索する。
また、公的補助金審査等の業務受託を継続する。
地域の技術機関との連携を検討する

２）理科支援活動

理科支援チーム（RST)を中心に、子ども理科実験教室を開催する。

近隣の市町村においても活動を検討する

その他、ニーズに応じて、小学校等への理科出前授業等を行う。

東日本大震災復興支援を継続し、被災地での子ども理科実験教室を、  

   RSTを中心に開催する。
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： 例年と同様



ⅲ：2026年度 予算案
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・京都技術士会（RSTを含め）の魅力をPRし、会員数の減少に
歯止めをかけるため、会員全員が魅力発信を意識する。

（パンフレット、名刺等の活用）
・RST（子ども理科実験教室）に興味のある方、大西代表に

連絡ください。

・幹事を増強し、50周年記念行事を含め、活動の充実を図る。

幹事を追加募集します。（会長、副会長まで連絡ください）
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ⅳ：連絡事項



幹事名簿2025～2026年度
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ⅴ：今後注意すべき点：2025年度と同様

①収入（会費、助成金等）：目的事業に使い切るのが原則

     (要記録、領収書）。

②謝金、謝礼、手当 ：「事務経費」に名称統一。

③15％の事務経費 ：「寄付」に名称統一。

④一般参加者の参加費 ：参加費（資料代）と明記。

⑤領収書発行者：できれば、

京都市東山区三条通大橋東入2丁目下る巽町442番地の9

京都市東山いきいき市民活動センター内

京都技術士会 担当幹事●●印

   宛名は省略可。



・会員ページ：
 会員ページのパスワードも併せて変更しました。

https://kyoto-pe.securesite.jp/member/profile1001.html
ID  : kyoto-pe-member
Password : kpea26

（今後、より充実した内容を検討）  

⑥HPに関する連絡

・一般用HP：
https://kyoto-pe.com 

 

（例会への一般参加者増大を目指し、内容を検討）

https://kyoto-pe.securesite.jp/member/profile1001.html
https://kyoto-pe.securesite.jp/member/profile1001.html
https://kyoto-pe.securesite.jp/member/profile1001.html


ご協力ありがとうございました。
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